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 令和７年１月２８日に埼玉県八潮市内の県道松戸草加線中央一丁

目交差点内において、中川流域下水道の下水道管の破損に起因する

陥没が起き、走行中のトラックが転落する事故が発生しました。 

 事故発生直後より、多くの人員や資機材を派遣いただくなど、全面

的な御支援をいただいておりますこと、厚く御礼申し上げます。 

 破損した下水道管は１２市町、１２０万人分の汚水を集約して中

川水循環センターに送水する急所施設であり、多くの県民へ約２週

間にわたり下水道の使用自粛をお願いするなど、県民生活に甚大な

影響が生じています。 

 今後、徹底的な原因究明が必要であり、それに基づく包括的な見直

しが必要となる可能性があるものの、現時点で、緊急的に必要となる

措置に加え、破損した下水道管の抜本的な対策を行うとともに、全国

的な道路陥没事故の未然防止対策を推進し、国土強靭化の実現を図

る必要があります。 

 また、大量のインフラが更新時期を迎えることが社会的な課題と

なっている中で、実際にこのような重大な事案が発生し、その根本的

な原因について、現在は未だ究明されていない状況です。原因の究明

が急がれるとともに、現状の耐用年数や維持管理基準、ひいては今後

の流域下水道の在り方などについても、検証していく必要がありま

す。そのため、中長期的なインフラの在り方についての見通しがつく

までは、ウォーターPPPの推進については改めて慎重に再検討が必要

となります。 

 これらのことを踏まえて、下記事項について要望します。 

 

記 

 

１ 今回の事故の復旧作業には、高度な技術力を要するとともに、多

額の費用も必要となるため、引き続き、国の技術的支援及び財政的

支援をお願いします。 

 



２ 今回の事故発生箇所の本格的な復旧については、部分的な対策

のみでは不十分であり、別ルートによる抜本的な対策が必要とな

るため、国からの技術的支援及び財政的支援をお願いします。 

 

３ 今回の事案を踏まえて、関係する技術基準の検証・見直しを行う

とともに、より効率的・効果的で適切なインフラの管理を実現する

ための技術開発や地下インフラのデータベース化の推進をお願い

します。 

 

４ 今回のような道路陥没事故の未然防止対策を全国的に推進する

ため、次期国土強靱化実施中期計画に下水道の強靭化も盛り込む

とともに、必要な予算確保を図るようお願いします。その際、リダ

ンダンシーの確保を目的とした対策も盛り込むようお願いします。 

 

５ 災害救助法の適用に伴う避難所の設置のほか、法に基づく災害

救助費負担金などの国による財政支援をお願いします。 

 

６ 影響を受けた事業者の支援等にかかる費用につきましても、国

による財政支援をお願いします。 

 

７ 今回の応急復旧及び本復旧に際しては、関係地方公共団体の負

担も多大になることから、一般会計の負担が生じる場合は、地方交

付税による財政措置など、地方公共団体及び住民負担の軽減を図

るようお願いします。 

 

８ 現在、国が推進しているウォーターPPPについては、インフラの

長期に渡る更新に目途がつくまでは、慎重に検討していただくよ

うお願いします。また、下水道に対する国の財政的支援については、

ウォーターPPP を前提条件としない制度設計を再考いただくよう

お願いします。 

  加えて、今後流域下水道の在り方についても、検討を進めていた

だくようお願いします。 


